
 

 

 

 

 

   

 

宿題っていつやるのでしょう？ 

校長 小川 亮男 

学校は３ヶ月が過ぎて７月を迎え、第１節の締めくくりと第２節に向けての準備の月となります。 
＜７月２５日（木）第１節終了 夏期休業 ８月１９日（月）第２節開始＞ 

第２節に向かうためにも、学校では進行状況を検証し、成長した面と課題を再確認して、児童一人一人の
現在の状況をもとに７月を進めていくこととなります。 

 
先月の学校だよりでは、「学習習慣、学習規律を身につけるとは……」というタイトルで文を書きまし

た。その補足をＰＴＣＡ全体会で予定していましたが、時間の関係でできませんでしたので、次の参観日
の懇談会でお話ししようと思っています。その先月号の中で、学習習慣の定着に触れました。 

 
そこで、宿題っていつやるのでしょう。（どの学年も宿題は毎日出ています） 
各ご家庭の考え方もあるでしょうが、基本は「学校から帰ったらすぐ」です。習慣化されれば、遊びた

いので宿題を頑張ってやるものです。子供たちは遊びを優先したがりますが、遊び疲れてからでは、能率
が上がりません。友達と遊んでからでは、その余韻でダラダラとし、夕食時間や入浴の時間と重なり、宿
題をする時間が後ろへずれ込んでいくことにもなります。そうなるとやる気そのものが薄れていきます。
つまり、以前、学校だよりで書いた「悪い習慣を身につける学習をしている」とい
うことになりかねません。小学校の今だからこそ、「やることをやってから、自分
の時間とする」という習慣を身につけさせたいものです。こうしたことを身につけ
ておかないと、「中学で部活に入り、帰宅して食事をしたら疲れているので寝る」
という習慣につながりかねません。習い事や塾があるときは、その前までの時間と
帰ってからすぐということになります。もちろん、これらはあくまでも基本であり、
ご家庭とお子様との「約束」で進められているところもあると思います。それがう
まく機能しているのであれば、それに越したことはありません。 

 
家庭学習とは。＜例えば、遊びからかえって、夕食までの時間＞ 

基本は、今習っているところを復習することが第一で
す。国語で、今習っているところの漢字や音読の練習
（突っかからずすらすら読める練習）。算数では習っ
たところの問題を解く練習。そして、この復習に絡め
て、若干の予習。先に意味を調べたり、漢字を練習し
たり、試しに次に習う問題を解いてみたり。 
算数では、「習ったところの教科書の問題を家庭学習
ノートでもう一度解いてみる」という手法が効果的で
す。正しい答えが授業のノートに書かれているからで
す。ノートを見ながらご家庭で採点してあげることも
できますし、自分で丸つけをすることもできます。 
 
 蛇足ながらもう一つ、字を書くときの筆圧が気になります。鉛筆に力が入らず、薄い文字でくしゃくし
ゃと書く癖が見られます。美しい字で書ければ申し分ありませんが、それはなかなか難しいことです。多
少不格好でも読みやすく丁寧に書く習慣が大切です。ご家庭で勉強を見てあげるときの一つのポイント
にしていただければと思います。 

 
参観日において、「学校改善プラン（学力面）」と「体力向上プラン」についてお話しします。 

 

令和元年６月２９日 
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支笏湖小学校 

校長 小川 亮男 

 

 

 

褒めることが基本 

きのたん 

令和元年度 学校重点教育目標 

『 実 践 力 （ で き る ） へ と つ な が る 学 校 教 育 活 動 の 推 進 』                          

校  長   山 崎  信 哉 

 

  ようやく学校の周りの雪解けも進み、春めいた季節となりました。もの

みな生き生きと躍動する４月を迎えました。 

  今年度は、新 1年生がいなく、たいへんさびしい感じがしますが、いよ

いよ平成２７年度の教育活動が始まります。 

  まず、それぞれ、１学年ずつ進級した子どもたちの保護者の皆様、おめ

でとうございます。すべての子どもたちは、この新学期を、胸を躍らせ、期待感

と希望をもって迎えたことと思います。私たち教職員一同は、それぞれの子ども

たちの思いに寄り添い、期待に応えられるように、全力を傾ける所存でおります。 

  言うまでもなく、学校は子どもたちの「学びの場」です。子どもたちは、

日々の学習や生活、遊びや活動、教師や友達とのかかわりを通して、多くのこと

を学んでいきます。 

  そして、 

  

○自ら考え 創造する子ども          ○明るく 協力する子ども 

    ○根気強く 実行する子ども       ○心身をきたえる子ども 

 

という本校の教育目標に示された力を身につけていきます。 

  しかし、そのためには、何よりも、学校が楽しいところ、生きる手応え

を感じるところでなければなりません。その意味で、一人一人の子どもたちにと

って、学ぶ喜びと教師や友達とのかかわりの楽しさを感じ取ることができる学校

でありたいという願いをもって、本年度も引き続き努力していきたいと考えてい

ます。また、学校は、子どもたちが主人公です。「ど真ん中に子どもがいる学校」

であれるよう取り組んでまいります。 

   

教育は、信頼関係で成り立ちます。教師と子どもたち、子どもたち同士、

学校と保護者、学校と地域は、それぞれ信頼関係で結ばれていなければ、教育の

効果は期待できません。どうか、新年度も今までと変わらぬご支援、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

行動する子ども』の育成 
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